
令和 6 年 3 月 11 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

◆ ： ◆

◆ ：

◆ ：

＜目的＞

＜成果＞

◆

◆

◆

9:30　作業開始。１週目は階段清掃からスタートし、

その後、棚清掃へ。２週目以降は前週の続きから。

（棚清掃は、POPから行い、POP終了後面清掃へ）

10:20　車中にて10分間の休憩。

その際に、前半作業で気付いたことや指摘事項、

後半からの作業差配や指示の伝達を行う。

10:30　後半の作業スタート

11:25　作業終了。その日の作業進捗と片付けを行い、

日報へ記入後、店長にサインを頂き終了。

11:30　挨拶をして事業所へ。車中にて反省会。

事業所名

058-294-7665

レンタルショップGEO　市橋店

毎週木曜日　9:30～11:30　月４回

店内の床、トイレ、階段及び商品陳

列棚を含む店舗全体の清掃

ほまれの家岐阜店

岐阜県岐阜市近島五丁目11番9号

地域連携活動の概要

一般就労の雰囲気が分かり、一般就労に繋

がりやすくなる。

実施した結果

支援員１名+利用者３名

地域連携活動の

ねらい

地域にとっての

メリット

連携先企業名 担当者名

活動場所

実施日程

実施した生産活動

施設外就労の概要

利用者数

：

◆

◆

◆

◆ ：

対象利用者が自分が与えられている仕事だという

責任感が芽生え、他作業への取り組みも変化が表

れてきた。

：

店舗で就労をすることで社会的マナー等、一般就

労に必要なスキルを身に付けることを目的として

いる。

◆

◆

活動の様子の写真・成果物の写真

活動内容の追加コメント

週初めの階段清掃とその後の棚清掃をメインに清掃活動を行っていた

が、店舗側より店舗の清潔保持を第一に考えること、また清掃場所も棚

よりも棚下やトイレや階段のクリンネスを重要して欲しいとの要望が

あった。また、職員や利用者の活動中の態度などについても厳しい指摘

を受けたので、職員と対象利用者間で情報共有をし、清掃方法も変更及

び態度の改善を行った。

◆

課題点

：

：

参加をされてた利用者の一人がここでの就労の経

験が活き、別職種だが、一般就労をされた。

お客様への配慮や清掃作業の質の件で指摘を受け

たが、その部分が課題である。

得られた成果

対象者にとっての

メリット

：

：障害者の社会進出をする場所が増える。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

利用者の行動等に課題があれば、支援員が速やかにご対応いただけるので安心してお任せしております。

階段・棚清掃の限定した範囲から床・トイレ清掃を追加しクリンリネス向上に貢献いただいております。

清掃範囲を更に広げ十分なクリンリネス維持ができれば、商品加工業務等もご対応いただきたいです。

雑草処理等の店外清掃が可能であれば、他店舗への清掃業務展開も見込まれます。

連携先の企業等の意見または評価

株式会社ゲオビジネスサポート 神野宏之

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

住　所

電話番号

事業所番号

管理者名

対象年度

2110102627

大塚 尚紀

令和5年度

様式１


